
 

 

迎
え
そ
う
で
す
。 

前
述
の
通
り
、
和
田
三
丁
目
地
域
は
気

象
災
害
に
は
安
全
な
地
域
で
す
が
、
首
都

直
下
型
地
震
で
発
生
す
る
火
災
に
は
、
残

念
な
が
ら
極
め
て
危
険
度
が
高
い
地
域

で
す
。
杉
並
区
の
最
新
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ

ョ
ン
で
は
、
当
町
会
エ
リ
ヤ
で
は
マ
グ
ニ

チ
ュ
ー
ド

で
想
定
さ
れ
る
震
度
６
弱

で
、
焼
失
家
屋
が
５
～
１
０
棟
で
る
エ
リ

ヤ
が
４
ヶ
所
も
あ
り
、
和
田
三
丁
目
全
域

で
の
避
難
所
利
用
者
は

名
に
達
す
る

と
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。
初
期
消
火
訓
練

や
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
の
設
置
促
進
、
杉
十

小
と
高
南
中
の
震
災
救
援
所
の
立
上
げ

運
営
訓
練
に
真
剣
に
取
り
組
ま
ね
ば
な

ら
な
い
所
以
で
す
。
町
会
の
役
員
一
同

は
、
こ
の
諸
々
の
不
安
を
前
向
き
な
緊
張

感
に
代
え
て
、
町
会
員
の
皆
様
の
平
和
で

幸
せ
な
日
常
生
活
の
維
持
継
続
の
た
め

の
町
会
活
動
に
注
力
す
る
所
存
で
す
。 

し
か
し
な
が
ら
現
実
的
な
問
題
と
し

て
、
町
会
役
員
の
高
齢
化
に
よ
る
マ
ン
パ

ワ
ー
の
不
足
は
切
実
で
す
。
端
的
な
課
題

は
現
職
の
２
名
の
民
生
委
員
の
う
ち
の1

名
が
今
年
定
年
と
な
り
ま
す
。
こ
の
方
の

後
任
者
の
確
保
が
出
来
な
け
れ
ば
、
町
会

の
西
半
分
の
地
域
が
民
生
委
員
空
白
エ

リ
ヤ
と
な
っ
て
、
日
常
の
生
活
弱
者
支
援

や
災
害
時
要
配
慮
者
支
援
の
仕
組
み
が

機
能
し
な
く
な
り
ま
す
。
幸
い
東
日
本
大
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和
田
三
丁
目
東
町
会
員
の
皆
様
、
新
年

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

穏
や
か
な
快
晴
に
恵
ま
れ
、
ご
家
族
お
揃

い
で
良
い
お
正
月
を
過
ご
さ
れ
た
こ
と
と

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。 

旧
年
中
は
当
町
会
の
諸
活
動
に
対
し
、
多

大
な
ご
支
援
を
賜
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。 

昨
平
成
３
０
年
は
「
災
」
の
字
が
象
徴
と

な
る
ほ
ど
、
自
然
災
害
の
頻
発
し
た
一
年

で
し
た
。
６
月
「
大
阪
北
部
地
震
」、
７
月

「
西
日
本
豪
雨
」、
７
・
８
月
「
命
が
危
険

な
災
害
級
の
猛
暑
」
、
９
月
「
北
海
道
胆
振

東
部
地
震
と
ブ
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
」、
そ
し
て

２
９
本
も
の
台
風
多
発
、
う
ち
４
本
は
激

甚
災
害
指
定
の
超
大
型
で
し
た
。
首
都
圏

在
住
の
私
共
も
東
京
で
の
観
測
史
上
初
の

４
０
℃
超
の
高
温
や

ｍ
の
最
大
瞬
間
風

速
の
危
険
を
、
身
近
で
体
験
さ
せ
ら
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

幸
い
な
こ
と
に
当
町
会
の
区
域
で
は
、

参
加
児
童
の
熱
中
症
懸
念
で
夏
休
み
の

「
ス
イ
カ
割
り
大
会
」
を
中
止
し
た
こ
と

機
能
し
な
く
な
り
ま
す
。
幸
い
東
日
本
大

震
災
以
降
の
８
年
間
は
大
災
害
の
発
生

は
無
く
、
孤
独
死
事
件
も
あ
り
ま
せ
ん

が
、
人
材
の
補
完
に
失
敗
す
れ
ば
「
い
ざ

と
云
う
事
態
」
へ
の
対
応
が
非
常
に
困
難

に
な
り
ま
す
。
地
域
住
民
の
相
互
扶
助
の

仕
組
み
は
、
現
状
の
一
部
の
町
会
員
有
志

の
献
身
だ
け
で
は
維
持
し
切
れ
ま
せ
ん
。

希
求
す
べ
き
は
町
会
員
の
皆
様
全
員
に

活
動
に
ご
参
加
頂
き
、
近
隣
共
助
に
日
常

的
に
関
わ
っ
て
頂
く
こ
と
で
す
。
こ
の
地

で
永
年
培
わ
れ
て
き
た
「
良
き
地
縁
」
が
、

昨
今
の
「
自
分
フ
ァ
ー
ス
ト
」
を
超
越
し

て
、
思
い
遣
り
の
あ
る
「
近
隣
フ
ァ
ー
ス

ト
」
を
醸
成
し
て
く
れ
る
こ
と
を
切
望
致

し
ま
す
。 

末
筆
に
な
り
ま
し
た
が
、
こ
の
新
し
い

一
年
の
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
お

祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。 
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や
、
台
風
２
４
号
の
強
風
で
数
軒
の
町
会
員

宅
の
屋
根
に
損
壊
が
あ
っ
た
程
度
で
し
た
。

自
然
災
害
以
外
で
も
大
き
な
事
件
や
事
故

も
無
く
、
平
穏
な
年
で
終
え
ら
れ
た
と
安
堵

し
て
お
り
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
新
年
早
々
の

３
日
に
は
熊
本
で
震
度
６
弱
の
震
災
が
あ

り
、
幸
い
深
刻
な
被
害
は
無
か
っ
た
よ
う
で

す
が
、
改
元
の
今
年
も
「
災
」
に
象
徴
さ
れ

る
年
に
な
る
か
も
知
れ
な
い
と
の
不
安
が

頭
を
過
り
ま
し
た
。 

「
災
」
に
関
し
て
は
、
ミ
サ
イ
ル
の
領
空

通
過
で
異
常
な
緊
張
を
強
い
ら
れ
た
北
朝

鮮
問
題
が
、
関
係
当
事
国
の
派
手
な
パ
フ
ォ

ー
マ
ン
ス
に
も
拘
わ
ら
ず
膠
着
状
態
の
ま

ま
で
あ
り
、
米
中
の
貿
易
摩
擦
は
一
段
と
激

化
し
て
、
年
末
年
初
に
は
世
界
経
済
は
株
価

の
乱
高
下
や
大
巾
な
円
高
の
状
態
に
陥
り

ま
し
た
。
G5
世
代
の
情
報
シ
ス
テ
ム
の
覇

権
争
い
が
即
軍
事
行
動
に
拡
大
す
る
と
は

思
い
ま
せ
ん
が
、
「
地
平
天
成
」
の
安
寧
な

世
界
を
念
願
し
て
「
昭
和
」
か
ら
改
元
さ
れ

た
「
平
成
」
は
、
象
徴
の
重
責
を
果
た
さ
れ

て
４
月
に
退
位
さ
れ
る
天
皇
陛
下
の
ご
期

待
に
そ
ぐ
わ
な
い
、
「
自
国
フ
ァ
ー
ス
ト
」

横
溢
の
不
穏
な
世
界
情
勢
の
ま
ま
終
焉
を

迎
え
そ
う
で
す
。 


